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し
n
a
を
ニ
覧
く
ト
さ
い

C

両日町町

I
i地
ぱ
弘
樹

G
」

れ

z
理
一
総
会
事
務
…
附
ι
い
お
役
所
代
劇
的
説
明

争
申
込
受
付
制
州
側
、
場
一
隅

4
月
回
目
況
に
ご
紋
小
し
て
い
ま
す

(
H
け
ザ
か
ら
5
日
リ
G
J
円
…
金
)
ま
で
む
時
間
同
本
お
土
池
内
恒
例
は
出
世
地
的
被
内

は
午
前
日
時
か
ん
門
午
法
3
時
ま
と
。
山
崎
似
で
す
K

少
し
ま
す

υ

必問

ι芭
町

1
ェ
地
法
一
知
的
統
糊
刊
紙
ム
勺
務
的
W
A
V
問
い
合
わ
4
Y

同
町
下
上
識
は
一
閥
抗
ト

同
吋
絹
介
事
此
削
減
税
(
的
〉
3
a
a
3
5
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品刊日刊

f
m帆
ル
北
じ
め
土
地
区
一
期
総
総
卒

業
的
一
時
と
し
て
よ
が
を
汲
め
て
主
た

絞
兆
円
地
下
縦
断
中
一
羽
目
西
原
地
ト
此
官

級
い
か
戸
川
成
し
、

4
Uリ
H
H
じ
問
、
泌
氏

か
行
わ
れ
ま
し
た

一
つ
色
ト
か
は
ま
、
ま
J
A
弘
、
沼
、
前
1

4
2
2芳

2
1
h
J
E
f
4

，

市

川
て
、
山
村
ト
市
北
け
の
交
一
躍
黒
め
伐
と
な

川
議
開
聞
か
て
一
一
手
た
川
町
に
は
比
例
制
中

だ
均
百
出
開
閉
め
お
%
の
術
院
務
泌
総
援
が
淡
進
的
て
い
く
子
{
え
て
す

み
、
さ
ら
に
ん
r
年
燃
は
務
総
移
転
等
を

w
v
m
問
い
合
わ
せ

設
助
成
附
?
に
以
リ
筏

J

て

み
れ

Z

Z

9

l

j

f

い
ま
す

L

柿
叫
は
次
の

位
り
ご
す
c

マ
瞳
蹄
;
絞
り
九
月
印
刷
汁

L
1
品々
1
1

V
第
2
怒
れ
コ
ワ
M
H
i
b
k
u
u

v第
3
掛
け
川
村
リ
山
内
け
1
糸口
u

wv
祭
4
糊
2
け
山
内

u
i末
日

嚇
す
酬
問
い
合
わ
せ
に
γ
本
法
TU
谷
川
叫
係

政
と

L
て
活
用
さ
れ
ま
す

現
花
、
影
山
打
点
的
隊
隊
数
段
率
業
は

ヰ
月
日
目
に
完
成
式

， 
耐
完
成
し
た
満
開
問
服
地
下
様
既
出
歩
道

j

j

我孫子駅北口鶴帯改造のお鈴
遊蕗完成の暁にはホ威力。。

のw~ロメータ…

仲代付
m
f市
都
市
川
一
削
減

r水
道
事
主
会

料
お
お
聞
が
仏
ト
ゲ
バ
…
問
問
引
を
九
本
内
地
点
に
と
…

パ
M
m
h
刊
山
川
ル
ヰ
広
州
肌
押
E
H
R
U九
段
ペ
…
次
乃

し一むパ
F

ハム止
h

し
ま
γ

i

A
…泣
m
R

。
鱗
毛
織
の
酬
明
設
に
よ
る
由
民
震
対
象

絞
峨毎

回
山
1
、
2
、
3

7
闘
の
ヰ
z

昨山

ωmv
本
町
1
、
3
γ
間
関
グ
与
一
引
川
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民

下水滅工事!こニ滋力〈ださい。
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Z
¥
ク
タ

l
Hレ

佑締削相官
y
l
、
2
、
3
T
闘
の
後
一
総

リ
e
Q

ヘ
ク
タ
ー
ル

時
勾
ム
日
係
2
、
3
了
絞
め
品
一
部

2
0
i
ヘ
ク
タ

i
けJ

j

隊
瀞

1
7
8
の

が

ヱ
り
¥
ク
タ
e

M九

時
明
、
我
係
予
統
的
問
小
川

φ

郎

o
e
t
ヘ
ク
タ
ら
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議
輔
鵠
醐
暫

轟
臨
麟
醐
曹

轟
翻
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醐
轍

溺
官
協
闘
閥
闘

a噂
闘
闘
関
闘

噛
A
轡

欝欝嬢欝

{挙&:fIl、カノゴ!今はがと:手{.)

土木護費

48韓議1863万
(ベト告.4) 

19襲まきお5万

L J 臨む万(+0.3) 

宕霞44585
(+22.4) 

13霞3m.万
(-Il.Gl 

1骨密剖∞万(+140.0)

操越童5億(+竹 .1)

県支出壷

ど1億55119万(+11.5)
分担壷及び負担童

4憶2140，万(…25.6)

地方虫1宮税
4侵(-64.邸

調 245

d
F
H
d
w
困
層
、
H
A
9
6
A
P
A
P
A
p
d
p
o多

多
d
p
d
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d
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特別会計I;t、特定の事主主を行うため、 4李主主
I!)歳入をもって特定の歳出にあてる受注討をい

います。今年度、 5会計あわせた総客員は751替

6060li円。うち国民健康保険、殺人俗世室、公

共下水道の各特別会計でIj:、 2ケ空合I!)fi申ぴ
議を示しました。

鋭
部
一
、
出
向
山
嶋
、

k
i
t
s
-
企
Z

J

九

p
u
sリ
S
K
3
3“
"
弘
子
、

:
j
j
i
f
f
ι

，
 

凶
仰
附
阿
川
、
川
閥
均
支
出
金
去
し
に
じ
よ

ま
か
な
わ
れ
と
い
ま
す
と

主
鰭
露
璽

襲
翠
事
会

一
大
正
台
、
此
荒
川
問
、
山
中
締
役
村
主
と
一
い

む
け
る
ば
い
減
絞
弾
一
卒
業
で
、
川
山
滋
泌
総

J

て
去
か
な

わ
れ
て
い
ま
す
り

ド
ル
小
川
崎
線
袋
線
技

ひ
法
改
事
業
F
h
7
も
め
て
使
燃
料
、

受
ぷ
↓
者
魚
住
金
、
凶
町
中
火
山
川
余
、
川
悦

へ
罰
則
か
ら
的
総
入
金
な
!
と
に
よ

J

、一
&
3
1
7
3
ヒ

ー

三
ぞ
一
RZIず
F
{

し

4
i

手

賞

沼

静
化
事
裳

ヤ
ド
」
惚
日
円
山
小
凡
介
前
倒
的
い
進
め
↓
?

水

め
の
事
告
本
多
一
ね
つ
ど
あ
行
、
工
業
察
、

4
市
3
町
一
松
戸
市
、
仲
山
市
、
流
出
市
、

?
i
i
f、
;
;
、

i
F

註

'
'
f
d
汗
持
例
日
付
出

m

F
対

的
k
b
一片山
wι
問
一
鐙
金
在
校
一
肌
脱
会
計
か

な
ω繰
入
金
な
と
に
よ
〉
て
ま
ん
げ
を
わ

人

主
人
湾
問
時
三
縫
っ
く
ま
込
山
付
代

主
弘
い
か
ト
ヒ
な
事
支
ど
、
支
払
基
金
交

号
令
、
日
目
見
支
出
山
人
々
、
別
措
支
出
会
ミ

今
一
ヲ
ー
ァ
、
?
と
「

イ
オ
4
4
1

に

2
-

8鐙4890万
( -26.2) 

1長室1650万
〈十 9.4)

韓民会計予算

E員民鍵

康保検

老人

保健

公共

下水道

土地区

言語霊室主主

手書室沼

浄化

3.0% 

そ
の
他

品
交

4
1

・
範
明
日
幸
司

一
ム
京

5襲撃6867)5ト11.5)

5
?
5
0円

1
浴
車
5
4
2
m

一

2
万
長

gnusm内

g
万
5
8
1
1
m何
一

白
人口 世帯

112，110人 34司035世帯

(61 1.1現在)

盤

i
詮
帯
当
た
り

、f
l
:
i

l
p
f
J
川
町
一
，
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設
び
科
子
の
支
払
い
に
妥
す
令
…
税
制
H
で、

昨
弘
子
疫
に
ん
べ
て
山
科
i
氾
3
5
0
0
Uリ

m
円
の
減
と
な
り
ま
す
c

こ
れ
は
.
昨
年

注
仁
叫
地
方
続
出
山
一
部
山
県
り
土
け
償
還
を

し
と
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
c

童
話
め
る
空
間
は
刊
・
5
%一吋

判
断
化
ゆ
え

G
e
4
%減
〕
と
な
っ
て
い
ま

度
比
6

・4
%増
の
1
9
0憾
1
0
0
0
方
向
。
前
年
度
比
で
0

・7
%増
に
と
ど
ま
っ
た

財
政
課
日

ヘー!を

318 

市
民
の
声
を
反
映
し
、
市
長
の
同
提
案

し
た
主
算
、
次
廿
井
寺
と
諸
経
迭
を
事
前
滋

す
る
議
会
一
出
動
を
'
行
う
よ
で
必
安
寺
殺

伐
で
す
。

向
上
伸
狭
山
内
{
脳
内
線
党
総
航
行
済
絞
り
付

濡
事
業
な
し
と
の
鋭
校
が
引
計
上
さ
れ
て
い

歩
合
ト
aznv

*
商
工
会
連
活
協
問
鈴

7
0
0
h
m

*
商
工
山
田
川
量
一
議
飴

3
8
3
1万
間
内

*
水
生
値
物
同
出
整
銭
安
部
品

1
0
0
0

万
円

3 
0 

o
v
M
M門

家
一
ふ
る
混
と
脇
佳
円
削
山
内
後

3
0
0万
市
川

*
必
校
対
談
事
業

2
5
7
0
万
円

線
緩
め
世
相
紙
議
然
、
計
一
代
化
時
滑
走
打

う
は
組
制
問
が
計
上
必
れ
れ
て
い
ま
す
の

*
設
業
銀
輿
叫
開
叫
W
3
6
4
1
庁
内

*
高
羽
刊
誌
甘
ん
本
線
、
制
掘
削
問
、
護
岸
工
事

1
6
0
0

一HR

*
祭
宮
市
土
木
事
柔

5
6
6
7
万
円
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群
集
9
間同門
L
m
出
欄
間
以
ぷ
の
醐
拍
女

2
0
0
0人
官
官
一
対
製

作

ιιuわ
れ
た
湾
田
町
一
面
壁
臨
開
演
査
の
節
祭
か
ら
、
シ
リ
ー

ズ
と
し
て
市
内
容
(
銀
幹
)
を
古
田
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

舎

g
H陣
、
余
緩
や
生
涯
学
習
に
つ
い
て
L

で
す
。

強 i
鞍室主
や玉事
童館
濃錯

fI 
R番

号E?で韓
民団

余
暇
に
は
「
鶏
味
」

ム
期
限
的
時
筋
肉
過
ご
し
ぢ
ど
し
て
は
、
り
休
養
す
る
」
女
持
で
は
、
知
人
や
友

寸
輯
味
に
う
ち
こ
む
い
九
鴻

e
O
十
位
)
人
と
つ
き
あ
う
L

と
い
う
人
が
事
い
く

「
旅
行
を
す
る
し
(
却
・

9
%
)
が
多
く
、
次
い

で
可
申
ネ
象
と
の
だ
ん
ら

ん
)
が
(
拐

a
4
%
)

吋
ス
ポ

i
ツ
を
す
る
い

{日目

2zwぬ
)
斗
ゆ
っ
〈

り
然
凝
十
る
い
{
日
4

・
9

J
知
人
や
友
人
と

われらがヒー程一

小・中学校、捧骨文詑・善行表彰

中
市
内
小
・
中
学
校
児
窓
生
日
開
お
よ

び
指
導
者
の
表
幹
が
3
月
日
目
に
一
行
わ

れ
、
開
閉
人
で
は
湖
北
中
内
野
口
純
子
き

ん
ほ
か
目
別
名
、
同
体
で
は
白
山
中
(
出

入
~
め
は
か
4
閲
体
が
受
賞
し
、
指
導

者
辻
3
名
の
先
生
方
が
受
賞
き
れ
ま
し

受
賞
者
は
次
的
と
お
り
守
す
「

務総3善寺

学
穫
を
韓
け
た
い
・

:
M
M
0
7
%

生
濯
を
一
滋
L
て
相
関
か
め
総
数
や
ネ
務
わ
な
い
い
と
一
す
ゐ
人
が
増
、
え
て
い
ま
す
。

を
絞
け
て
ゆ
き
た
い
か
と
め
制
民
間
に
対

し
て
は
、
「
絞
持
て
ゆ
き
た
い
と
忍
う

(
寝
室
も
つ
づ
け
て
い
る
ご
が
訪
・
9

%
{
で
き
れ
ば
絞
け
て
ゆ
き
た
い
と
悪

う
L

が
日
明
・
8
%
ξ
、

A
u
わ
ゼ
て
市
，

y
%
の
人
が
生
獲
を
滋

L
て
学
習
を
一
続

け
て
ゆ
き
た
い
と
し
て
い
ま
す
e

年
代
別
相
じ
み
る
と
、
初
代
以
下
的
人

で
総
け
て
吻
き
た
い
と
す
る
人
が
多
く
、

朗
代
以
上
に
守
る
と
「
続
け
れ
ん
い
と
思

間 {勉強や学認を続けてゆき

たい、できれば続けたいと谷;

えただ)どのような勉強や学

務をしたいとむ考えてザすか。

泊
代
で
は
寸
知
人
や
友
人
と
つ
き
あ
う
L

入
。
ま
た
お
い
人
ほ
ど
『
ス
ポ
:
ソ
を

す
る
」
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
a

限

必i

名

第31u華全宮本選f言盤上

A 
Z 大

学審内容はr題味Jf教室襲J

統
け
て
ゆ
き
A
い
帥
削
除
や
学
絞
め
内

務
と
し
て
は
‘
、
自
分
内
部
昧
に
問
問
ず
る

も
の
弘
臼
7
%
可
知
識
や
教
務
が
爽

ま
る
も
の
k
u
で
o
%
〉
な
ど
が
歩
〈

あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
年
代
別
に
み
る

と
い
ず
れ
の
年
代
で
も
寸
趣
味
L

や
「
教

養
一
が
多
い
が
、
そ
の
ほ
か
で
は
年
代

が
若
〈
な
る
ほ
ど
叶
仕
事
や
高
売
に
役

立
つ
も
の
い
が
多
〈
な
り
、
年
代
が
議

く
な
る
ほ
Y
叩
「
拙
問
機
つ
く
り
な
Y
一
に
役

双
つ
も
め
い
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

2

V
問
い
合
わ
せ
市
民
間
相
枯
州
議

世
{
的
恥

)
4
6
4
9
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ポ
ク
告
の
伊
一
つ
ン
ド
で
撃
程
よ

車菖駅伝士会
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謀
総
凝
っ
た
万
な
か
め

a
q
n
6
m
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mm
九
州
判
機
問

問
山
内
線
で
は
官
邸
齢
制
球
場

め
グ
ラ
ン
ド
総
与
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

援
し
く
で
き
た
グ
ラ
ン

緑
化
宝
く
じ

絞
殺
還
元
事
業

開
闘
念
品
料
化
数
進
一
卒
業
向
一
環
一
ど
し
て

品
郎
官
持
さ
れ
た
附
唱
和
初
年
後
緑
化
策
〈
じ

め
幾
何
見
事
業
に
よ
り
、
字
削
H
抑
悶
滋
耕
一
摘

め
滋
本
松
下
広
嶋
鳴
か
ら
捕
時
前
広
織
的
関

に
r
〆
イ
3
シ
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地
ハ
ル
ぉ
レ
、
タ
イ

け
ン
ボ
ク
、
ラ
グ
ウ
シ
裂
ウ
、
ク
ス
ノ

キ
を
、
や
絞
制
崎
公
捌
酬
に
ク
ス
/
キ
、
端

ル
北
台
中
品
A
A
U

附
闘
に
ハ
ル
ぷ
レ
町
ケ
ヤ
キ
、

ク
ス
/
考
的
合
計
1
4
2
本
を
総
裁
し

ま
し
た
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全
員
、
炉
開
国
民
年
金
加
入
に

1
1

山
…
寸
一
相
側

肘
制
勺

A
…
削
判

一石…都酬

は
一
献
叫
間

同
月
一
印
刊
一
品
関
西

労
相
十
年

い
い
い
い
?

の

で

は

な

く

、

ご

、

手

人

的

加

入

す

る

年

術

館

ル

車

部

品

班

、

各

種

共

端

的

総

合

的

被

A
X納

庶

が

ま

と

め

て

政

側

す

る

校

側

み

保

険

殺

の

配

偶

者

で

あ

っ

て

も

、

開

宇

人

と

な

り

家

す

。

新

し

い

部

食

判

例

伎

で

は

、

今

ま

で

怯

が

あ

り

被

扶

幾

魁

偽

殺

と

な

れ

・

な

い

五

次

的

す

言

語

学

会

食

、

関

滋

加

入

と

な

っ

て

い

芸

品

目

い

任

意

加

入

の

惜

し

型

住

民
年
金
内
務
3
智

被

線

路

間

翁

と

い

い

ま

の

鱗

1
珍
被
機
縁
者
と
な
り
ま
す

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
的
終
答
え
で
、
い
わ
す
珍
な
お
、
総
3
智
被
線
検
お
と
な
る
減
税
、
関
陣
内
部
品
棋
に
加
入
L
て

い

る

の

方

は

館

入

腐

を

し

て

く

だ

き

い

b

次
的
方
は
熊
1
争
被
保
験
者
E
し
て

ゆ
る
専
業
主
総
ぞ
あ
る
主
は
4
汚
か
ら
た
め
に
は
も
紛
係
年
余
幾
年
金
総
ん
い
綴
ガ
め
脇
山
山
は
す
?
に
大
総
分
内
庁
が
料
務
8
警
検
出
陣
後
袋
内
綴
出
金
し
た
後
詰
本
間
期
内
に
仏
比
一
附
の
あ
る
抑
歳
以
上
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

点源附院が崎前
3
m叶
V
M
椴
同
時
総
品
制
止
し
て
附
槻
…
山
内
似
合
し
、
総
判
併
を
瓜
就
け
る
必
附
怖
が
あ
り
了
し
て
い
ま
十
が
、
最
終
的
的
カ
は
す

ιお
ご
友
人
か
ら
後
獲
さ
れ
な
〈
な
っ

mw
能

来

漁

師

方

で

①

日

本

国

内

に

住

所

内

あ

る

却

歳

以

上

部
品
棋
に
い
槻
入
し
、
お
齢
線
機
部
金
な
ど
ま
寸
向
く
お
総
け
く
灯
普
い
。
附
則
日
成
年
金
は
物
帰
棚
上
終
に
よ
る
帯
会
た
と
き
〈
総
入
を
移
る
よ
う
に
な
っ
た
②
障
会
議
寛
、
地
方
議
会
議
員
お
よ
開
歳
未
滅
的
方
で
あ
っ
て
、
学
生
ま
た

内
部
品
購
が
会
け
ら
れ
る
こ
と
い
な
り
ま
。
先
が
娘
ゑ
年
金
総
険
〈
録
制
問
総
険
機
山
山
が
滋
れ
る
と
、

4
月
分
以
隊
の
め
践
鴎
り
を
隊
寸
た
的
、
持
部
省
総
織
と
き
や
絞
品
慨
し
た
ど
き
-
な
ど
)
②
ご
、
五
日
V

そ

的

配

偶

者

は

被

用

者

年

金

制

度

内

老

齢

(

退

職

)

しれ
rh
。

の

い

加

入

品

備

を

食

む

〉

ま

た

は

共

機

総

A
H

出
陣
険
料
に
つ
い
て
納
付
織
が
恥
認
容
れ
ス
ラ
イ
ド
改
出
品
が
日
付
わ
れ
て
い
ま
す
ぬ
人
が
退
問
制
し
た
去
さ
③
転
職
し
て
掬
入
③
後
淘
老
年
金
制
度
的
障
害
年
金
受
年
金
受
給
権
者

今
側
側
、
料
相
L
く

加

入

す

る

期

間

務

λ

は

め

総

人

殺

た

り

、

猟

念

日

中

掛

か

ら

引

き

鴻

と

き

れ

与

の

4
n
か
ら
辻
忽
齢
基
礎
年
金
が
拝
金
銭
疫
が
変
わ
り
た
と
き
に
は
そ
め
結
権
者
お
よ
び
こ
的
嵐
偶
者
②
呂
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
印
蕗
以
上

総
分
で
線
開
同
部
象
的
同
開
時
間
制
刊
を
納
め
る
会
あ
者
だ
が
大
正
日
同
年
4
月

zaNM
た
り
し
ま
す
の
ぞ
と
跳
躍
く
だ
さ
い
α

月
綴
五
万
円
か
ら
5
万
1
9
0
0
m門
に
や
呂
志
」
必
ず
年
金
目
聞
に
濯
げ
て
く
だ
さ
い
。
惨
殺
用
者
年
金
制
疫
の
遺
族
年
金
受
回
歳
未
満
の
方
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事
委
長
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4
9
4
4之
総

議

者

③

日

本

国

内

に

住

所

の

な

い

回

龍

以

上

日
制
刈
ほ
お
吾
、
額
制
は
斜
紛
糾
慰
謝
繍
闘
調
繍
翻
鎖
週
間
四
滋
さ
え
隊
出
陣
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、

1
4
l
1↓
j
;イ
j

d

u

蓄

用
m
者
年
金
日
制
度
町
老
齢
年
金
受
室
未
満
の
日
本
間
民

辺
二
一
二
ざ
鞍

7¥JjAA

矧
際
繰
紳
制
欝
蜘
弱
撚
り
議
仇
欝
麟
繍
剖
麟
搬
附
墜
魁
ま
せ
芝
ん
。
あ
と
は
白
動
監
的
に
是
鐙
童
窓
警
き
ニ
支
J寸
三
q主J

叶ミ…弓J司
叫
三
三
士
支
主
士
支
又
五
辰
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三
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雲
妻
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童
量
言
量
言
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喜
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雲
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喜

=
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轟
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轟
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轍
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盤

た

掻

替
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臼
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百

口
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堕

票

か
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皇

支
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わ
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手
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蟻
麟
鶴
峨
鴎
購
鴎
轟
麟
樫
匹
鞠
開
「
醤:
1山碍…主E麟

盤

翻

離

麟

ま

た

支

払

い

だ

け

で

?

、

還

付

金

JI--:一齢一

1
4
E
q
A
専

空

襲

動

麟

動

欝

動

欝

動

静

襲

撃

轟

離

麟

麟

麟

脚

慨

が

生

じ

た

受

口

に

も

屈

指

い

た

だ

い

た

一

行

一

軒

町

一

号

竺

-1

控
E

主
人
事
異
動
が

4
f日
付

で

行

警

護

公

益

霊

長

司

教

背

責

j
i
l
l
-
j
H
M
M
M
M

口
座
に
返
金
い
た
し
ま
す

s

葉
T

F記
冨

治

両

同

総

工

主

、

安

芸

聖

霊

長

主

義

喜

霊

長

撃

さ

剤

事

の
た
め
、
震
建
探
検
税
主
定
す
還
付
金
も
自
動
、
フ
に
還
付
金
発
生
の
た
び
に
口
綴
喜
一
引
車
内
一
同
一
豆
諸
一
問
紘
一

E

受

け

ま

し

た

。

霊

童

雪

之

の

興

雑

草

瞥

霊

童

護

学

校

教

育

い

い

長

引

十

刊

誌

持

振

り

込

み

刊

誌

]

い

じ

れ

は

一

刊

一

時

一

忠

告

諒

一

一

野

口

!

な

お

カ

ツ

コ

時

間

話

語

時

時

十

り
本
算
定
時
の
霊
も

T
i
l
l
-
-
l
l
室

長

書

簡

主

主

一

立

喜

一

絞

殺

縦

一

一

言

3
5
2豊

喜

一

湖

北

中

学

禁

猟

〉

義

務

す
e

う
ま
り
、
譲
税
当
初
か
ら
本
課
税
市
で
は
納
税
者
向
皆
さ
ん
の
利
便
と
た
め
こ
も
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
ペ
リ
ペ
リ
バ
リ
ペ
リ
パ
リ
パ
〕
軍
事
」
萩
井
洋
マ
銭
盗
泰
一
爽
背
中
耽
閥
均
祭
脚
V

湖
拡
散
中
学
校
校
隊
〈
数
符
殺
到

砂

川

三

塚

一

京

市

助

一

昨

楠

一

市

出

一

Z
U

と
な
り
手
e

事

務

室

の

効

率

化

を

腐

る

た

め

、

臨

す

広

重

下

草

は

宮

中

川

注

目

れ

山

崎

五

五

一

一

言

霊

長

安

芸

挙

管

豪

華

裏

祭

農

奴

ペ
ゴ
九
九
1
内

口

座

雲

秘

書

け

い

け

。

時

諮

れ

れ

豆

主

計

一

一

向

付

金

詩

M
L
J純
計

総

一

織

機

構

の

改

革

乏
属
議
長
一
簡
単
で
す
句
口
座
綴
萱
抗
日
感
耐
震
山
町
剛
被
が
あ
り
ま
す
。
あ
わ

a

つ…
a

・
7
剛
一
夜
翠
}
組
関
向
熱
銭
安
穴

4
n
l
m
u
か
ら
次
の
2
州
聞
い
か
新
総
然
、

組
業
会
金
融
機
開
閉
め
窓
口
仁
綾
山
山
1
て
せ
て
ど
制
刊
附
府
〈
だ
Me
い

。

門

付

H

日
h
H

皿
綴
醐
騨
齢
構
帥
腕

vt巾
悶
民
棚
鰍
幾
〈
中
市
附

〈
昭
税
引
年

度
線
税
分
〉
よ
り
関
民

健
康
保
険
税
の
納
期
が

4
期

制

か

ら

6
期

制

に

改
正
さ
れ
、
ま
た
税
で

は
初
め
て
口
底
振
替
制

&
導
入
い
た
し
ま
す
り

-
期
当
た
り
の

負

担

額

減

少

今
年
度
(
昭
和
旧
年
度
課
税
分
)
よ

り
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
が
4
期

制
か
ら

6m制
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
1
期
当
た
り
の
負
担
額
が
約

8
0
0
0
内
程
少
な
く
な
り
、
納
税
者

向
皆
き
ん
じ
と
っ
て
納
め
易
〈
な
り
ま

4
月
1
目
、
血
相
田
副
民
年
金
制
緩
ガ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
だ
。
こ
れ
に
よ
り

サ
ラ
リ

i
マ
ン
の
良
さ
ん
は

4
同
か
ら
金
員
ガ
箇
民
笠
話
加
入
し
、
老

棺
僻
柑
盤
礎
年
金
怠
ど
の
年
金
2
M
受
け
ら
れ
る
こ
と
は
お
り
ま
し
た
。
ザ
ラ
リ

i
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
骨
粗
出
を
行
っ
て
く
だ
ち
い
。

H

関
保
年
品
購
際
年
金
百
聞

専
業
主
鱒
は

第
3
E
V
被
保
険
者

す。
納
開
削
数
は
6
叩
閣
で
叫
制
同
期
間
慨
は
左
畿
の

通
り
で
す
e

ま
た
、
わ
か
り
に
く
か
っ
た
佼
算
定

(
従
来
的
納
期
で
は
所
得
珂
酬
が
不
確
定

際
的
生
ま
れ

。
あ
な
た
が
鐙
療
保
険
ま
た
は
共
詩

情
脳
会
の
滋
扶
養
配
儀
委
と
な
っ
て
い
る

⑥
あ
な
た
が
農
業
者
年
金
の
匁
入
者

で
は
な
い

ム
加
入
し
て
い

な
い
轟
さ
ん

園
間
同
年
金
に
加
入
し
た
司
」
と
め
な
い

方
や
、
以
郊
に
加
入
し
て
い
た
が
現
絞

は
加
入
し
て
い
な
い
ふ
々
は
奄
お
mm
千口闘に

仰
抽
出
を
L
て
〈
だ
き
い
。

な
お
、
ご
主
人
が
特
協
同
抑
制
告
に
い
加
入

し
て
い
る
万
は
5
H
M
1
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
令
。
引
い
仲
代
背
く
だ
き
い
。

第

3
号
・
・
・
に
一
接

当
し
な
い
奥
・
8
ん

サ
ラ
ワ
!
?
ン
の
期
間
き
ん
で
‘
総
人

(
年
間
岡
山
町
万
削
円
以
上
、
が
ム
η
ヘ
ぶ
友

人
の
後
扶
養
必
然
誌
に
立
っ
て
い
幸
い

方
も
、
4
汚
か
ら
は
や
は
り
用
問
民
年
金

的
被
入
者
と
な
り
ま
す
。

こ
の
場
合
は
務
1
努
議
出
開
後
者
k
い

い
、
総
険
料
は
ご
出
回
分
℃
約
め
て
い
た

だ
冬
ま
す
a

次
に
叫
級
市
議
す
る
+nc滋
夜

附
期
間
民
年
金
に
初
出
入
し
て
い
な
い
方
は
、

淑
人
的
開
明
搬
を
し
て
く
だ
患
い
砂

出W
泊
本
--Hμ
仲
臨
ん
で
い
る
綿
織
は
ふ
mw

議
常
識
の
五

ゆ
あ
な
た
が
線
後
部
品
瀧
岬
開
後
吋
船
舶
災

附
開
時
間
も
脅
か
)
ま
た
は
持
淡
総
合
的
料
相

入
綴
で
な
い

3

8

%
、
そ
し
て
現
行
問
老
齢
年
金

等
が
2
・
7
%の
ス
ラ
イ
ド
車
で
そ
れ

ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
主
な
年

金
は
務
命
的
主
?
に
な
り
ま
す
の

ま
た
間
関
口
同
年
一
命
的
保
険
料
は
4
月
か

ら
月
7
1
0
0
丹
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
〈
付
加
保
険
料
は
今
ま
で
ど
お
り

4
0
0
m円
で
す
ー

年
金
は
保
険
で
そ
の
利
子
、
的
閥
的

員
制
限
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
サ
.
そ

の
中
で
も
保
険
料
が
大
き
な
械
と
合
っ

て
い
ま
す
匂
務
総
化
社

A

拾
が
熱
波
に
汲

ん
で
い
る
今
路
、
年
金
を
受
け
る
お
的

数
は
機
え
絞
け
‘
ま
た
年
余
叫
酬
も
物
織

に
応
じ
て
引
引
器
ふ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
染
織
険
料
を
1
部
分
ま
と
め
ご

約
め
る
と

h

酬
明
緩
め

4
yに
制
削
り
が
議

怒
れ
、
約
め
占
め
れ
も
な
く
側
関
紙
ぞ
す
。

こ
ん
な
時
に
は

出

を

4b 改蕊容れた年金額

例年4月から 月額

50町0∞円→51，世ω門

1級 62.5∞阿→64.875円
( 2級 50，0ω問→51.900円

減総務総会F量生(子 1人 65.000同→67.467向
者約年金(20年加入 43.592阿→44司767内
隊機年金(1級) 時1.817fIl→64有875fIl

( 2絞 49.450fIl~51. 9(治問

母子部念(子 1 人 64.4501'l~67.467内

総書告総秘年金 26ふ紛悦吋27.2紛鈎

母島 61若手皮傑険料

320 
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英会話
アボイ

。

(
担
額
内
容
)

ー
あ
な
た
は

I
M人
の
な
か
に
選
ば

れ
た
。
海
外
旅
行
じ
安
く
行
け
る
し
、

ア
ス
レ
チ
ノ
ク
ス

L

押
す
ィ
ス
コ
な
ー
と
も

安
く
れ
間
千
き
る
コ
一
時
し
く
説
明
し
た

今
月
か
ら
毎
月
刊
は
闘
シ
リ

i
x

英
会
話
教
材
を
分
刻
払
い
で
総
人

τω
ス
も
繋
口
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
号
約
を
し
て
し
ま
っ
た
。
あ
ま
り
に
あ
こ
の
待
問
、
幾
子
や
絞
殺
を
し
て
烈

援
な
の
で
解
約
し
た
い
二
幻
歳
-
O
L
)

も
を
い
若
い
人
た
ら
が
お
ら
わ
恥
れ
て
い

〔

経

理

結

果

)

ま

す

G

ご
潟
、
心
く
だ
さ
い
σ

ク
i

J
ン
グ
オ

7
J
7
B以
内
空
勺

V
消
畠
再
生
活
絡
畿
毎
咽
四
本
躍
百
午
前

担
…
条
件
解
約
が
で
き
る
制
度
一
が
遊
間
問
問
砕
か
勺
午
後
3
時
ま
で
市
民
相
誌
室

き
れ
る
ケ
ー
ス
な
の
で
、
阪
先
会
社
と
で

q

受
付
は
日
開
時
一
期
波
少
Z

市
議
、

的
岡
山
脱
会
従
双
方
に
解
約
滋
知
を
山
山
し
、

無
事
解
約
す
る

9

い
と
が
で
弘
河
口
た
。

門
制
欄
級
官
一
よ
り
い

ニ
内
市
慣
例
的
ょ
う
い
い
、
数
料
納
や
ハ
力

キ
で
抑
制
M
告
を
吟
ぴ
山
山
1
、
帆
付
興
作
川
和

仲
間
輪
開
し
な
が
ら
、
治
終
的
に
ぷ
脱
出
者
車
問

品
を
売
り
つ
け
る
手
U
を
ア
ポ
イ
ン
ト

{
約
束
)
衛
法
と
い
い
ま
す

ν

な
か
に
は
英
会
お
教
材
の
契
約
で

あ
る
こ
と
を
聞
し
て
、
一
方
的
に
契
約

書
を
作
成
す
る
と
い
っ
た
悪
質
な
ケ
i

。。@
俳的

い
の
で
も
引
っ
詮
ま
で
来
で
ほ
し
い
」

こ
ん
な
耳
よ
り
を
電
話
を
受
け
、
同

リ

U
会
社
へ
出
向
い
た
と
こ
ろ
、
数
人
の

セ
ー
ル
ス
マ
ノ
に
取
り
同
阻
ま
れ
て
長
時

総
カ
ン
一
詰
め
状
慾
じ
さ
れ
、
白
羽
万
向
田

お

持
藤
務
さ
ん
(
部
品
成
)
は
、

A
F
内
月
日
の
半
年
同
州
の
徽
ぼ
し
た
一
ア
ソ
伶
ン
竹
¥
年
1
絞
め
炎
同
州
旅
行
で
は
、
モ
チ
ー
も
ら
え
る
防
相
吋
ぐ
れ
が
制
見
て
も
わ
b

R
か
ら
京
総
の
国
間
臨
時
で
漁
料
相
の
滋
昭
肢
を
や
を
兇
品
目
は
、
か
な
り
誠
一
え
ら
れ
ま
フ
を
求
約
、
気
に
入
?
た
附
繋
が
あ
る
る
鈴
T
一
九
時
悌
き
た
い
と
絞
め
と
も
の
設

問
く
。
臼
年
度
公
民
銀
泌
が
相
撲
庄
の
絡
し
た

k

と
、
始
め
と
崎
長
民
間
り
返
る
。
と
、
縫
っ
て
み
ザ
勺
作
品
に
仕
上
け
る
α

の
で
こ
の
時
間
事
早
め
総
務
f
総…
 

T
生
。
勤
め
を
や
め
、
僚
を
し
ょ
う
か
掻
く
絵
は
、
小
さ
告
点
を
蚤
ね
て
い
昨
年
山
川
市
内
で
、
佐
藤
審
判
拘
C

人
〈
訂
版
を
一
周
く
な
ん
で

i
L
と
ω

し
か
し
、

と
考
え
て
い
た
と
き
公
開
民
館
講
淫
を
知
く
八
描
の
技
法
を
事
く
用
い
る
た
め
、
年
時
弘
公
民
銭
油
絵
議
座
片
時
了
枠
士
、
高
野
師
事
し
て
い
る
先
生
応
丹
波
い
滋
め
が

っ
た
c
w
む
毅
滋
に
な

J

た
人
に
差
し
上

L
A
変
な
恨
気
が
い
る
町
一
?
り
い
作
業
だ
。
出
)
と
め
2
人
展
や
盟
系
庄
で
の
偲
泌
あ
り
決
心
。
路
市
の
中
山
口
同
作
品
は
議

け
ら
れ
る
よ
う
な
絵
を
か
き
た
い
L

と
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
は
、
ヌ
パ
ガ
を
減
い
た

G

景
、
静
物
函
が
ほ
と
ん
ど
。
ま
だ
手

持
間
以
制
緩
縫
に
参
加
開
。
い
戦
協
問
と
色
町
勉
強
を
い
静
む
て
、
公
い
民
総

A
7
M
凶
の
般
信
組
に
は
、
品
取
初
た
め
勺
い
を
加
争
え
た
い
も
の
も
ゐ
る
し
、
仏
納
得

的
削
減
を
綴
る
の
は
蛤
め
ξ
で
は
な
か
の
ぶ
況
燐
識
は

φ

仁
も
時
開
戦
し
た
り
も
あ
勺
た
心
寸
断
叩

J

た
削
印
字
に
選
ん
で
の
い
く
作
己
聞
は
数
合
主
い
と
い
フ

C

3

九

以

後

初

部

や

は

と

州

問

、

総

務

先

ぬ

い

知

町

側

「

で

も

、

こ

の

絵

だ

け

は

れ

子

問

問

料

養

子

品

開

州

議

を

か

い

さ

と

生

し

を

綴

え

て

よ

絞

る

っ

て

も
ゑ
い
り
宅

eVLNHzか
け
る
9

災
い
闘
も
む
と

γ
さ
ノ
知
町
く
い
と
、
滋
泌
で
の
絞
ん
聞
の

こ

ろ

が

、

き

ら

れ

な

い

く

ら

い

脅

、

修

品

川

1
別

立

を

従

事

主

雲

げ

:
)
"
?
)
 

zzzcこ
れ
で
は
人
い

MT

ド
絵

2
7
線

以

撃

の

議

は

2
3
0

総

ど

こ

ろ

ぞ

は

な

い

と

、

重

と

あ

わ

制

川

淵

P
5
2
1
ι
ー
…
の
イ
ー
ニ

せ

汁

主

義

重

等

に

も

通

い

営

農

康

藤

g

と
と
ま
レ
ι

刻
苦

た

ー

個

議

1
2
仲

霊

長

を

た

く

を

い

い

と

税

三

?

と

に

空

込

入

て

し

ま

う

で

館

!

去

主

主

ー

義

主

党

号
、
ほ
か
の
こ
と

ι日
も

く

れ

京

民

議

言

、

達

、

ま

ず
総
長
鎖
。

1
8
8
詰

く

ら

い

ヵ

東

公

J

的
ほ
か
に
、
定
文
学
長

〆
パ
ス
い
い
掲
か
っ
と
鈴
期
も
。
「
講
座
P

岳
会
に
も
意
泳
を
燃
や
す
&

iJ.ぷ切均台自民間防協

持行部員Z
き
わ
や
か
な
季
節
を
巡
走
、
h
M
然
界

も
寸
前
裁
を
ほ
ど
め
て
い
ま
す
一
一
緑
を
食

い
荒
ら
す
ア
メ
ワ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
ワ
発
生

約
吟
燃
も
こ
れ
か
ら
で
す
c

市
三
、
科
治
安
を
単
位
と
L
た
ア

メ
ワ
カ
シ
口
ヒ
ト
リ
時
削
除
を
ト
行
い
ま
寸
c

希
叫
沼
会
れ
る
Q
4
fぷ
嵩
同
時
、
次
の
と
L
W

り
受
け
付
け
ま
す
の
刊
に
ゆ
し
込
ん
で
く

ど
き
い
。
主
台
、
総
数
い
い
燃
し
で
は
、

帯
構
制
哨
縄
問
附
則
的
縁
組
問
を
し
で
い
た
だ
く
ご

と
に
な
り
ま
す
。

V
申
し
込
み

4a
同
月
同
日
(
本
)
か
ら
繍

摘
担
制
悼
会
議
で
受
け
付
け
ま
す
c

V
緑
豊
曹
す
る
も
の
り
去
昂
と
代
表

者
め
印
鐙
。

干
潟
い
合
わ
せ
環
境
保
全
諜

4 F.l26日まで
受け付け

日
常
月
帆
付
制
際
、
熱
仲
間
宅
と
中
市
総
経
常
t
品
群
と
か
(
友
表
の
募
集
内
容
の
備
身
参
山
一
一

M
M川
町
、
政
相
判
wmチ
n
n
M
閥
均
的
人
波
森
を
小
松
主
人
以
上
で
生
寸
前
を
立
て
て
い
る
よ

務

総

し

ま

す

一

と

a

場

人

集

線

室

内

心

護

人

係

費

臨

肺

炎

襲

入

纂

準

装

1
む
よ

叫ん党
ω内
在
し
て
い
る
へ
し
ま
た
は
市
山
内
ジ
え
な
九
州
、
身
隊
殺
に
は
仙
川
に
特
別

に
削
制
移
し
と
い
る
人
。
ぬ
除
が
め
り
ま
す
。

ω縫
い
い
俊
治
に
殴
殺
し
て
い
る
入
。
機
謙
譲
紛
欄
間

4
M川
同
日
か
ら
出
向
日
ま

③
身
出
陣
書
偽
従
港
人
日
時
給
笈
的
人
は
、
で
総
統
術
指
導
設
で
。
申
込
舟
は
総
議
機

軍
践
に
中
度
以
上
の
善
晴
持
者
が
い
て
、
選
寸
認
!
と
各
支
所
一
に
附
附
窯
し
で
あ
り
ま
す
。

か
つ
証
明
書
交
付
を
受
け
て
い
る
こ
端
盟
関
い
合
わ
せ
建
築
扮
謀
議
療
法

(7) 1986. 4. 16 

市営住唱(身欝者向)

特別県営住宅
募

3毒

我
鶴
子
の
野
鳥
⑩

全
長
約
h
u
-
5
セ
ン
チ
、
ハ
?
に
生
怠
L
て
い
ま
十
が
数
は
金
者

く
ら
い
丹
大
き
さ
ョ
停
に
比
べ
て
く
、
千
葉
県
で
は
清
澄
山
系
の
養

一
朗
が
大
き
く
、
れ
と
黙
と
め
ま
だ
老
川
川
し
し
流
地
域
に
見
ら
れ
ま
す
っ

~
り
一
様
憾
の
大
き
な
友
治
制
。
体
向
上
我
孫
チ
で
は
、
昨
年
7
月
幻
臼

泌
も
臼
と
黙
と
め
ま
だ
ら
、
ド
蕗
に
、
フ
ィ

y
ン
〆
グ
セ
ン
タ
i
北

は
引
く
て
絡
に
議
い
即
時
の
陥
間
帯
が
加
齢
的
流
れ
で
1
羽
観
桜
一
W
C
れ
ま
し

ゐ
り
ま
す
。
体
制
q
議
彩
と
も
に
点
。
惨
し
い
観
察
例
だ
と
患
い
ま

絡
は
械
が
&
ぬ
っ
て
、
制
戸
線
え
る
こ
と
す
。

め
な
い
焚
し
い
終
で
令
。

山
地
期
的
ゐ
小
H

融
持
事
い
泌
必
や
訓
問

お
持
党
議
、
党
、
官
問
機

表1、長会与子話機議 1人的3号会の卒交表{喜il"手]f手擦のま君、詩文入金室長ですd
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一
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一パ
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一
怒
路

一一
-
u
d
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一
総
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一
主
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識
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一
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山
口
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獲
る

一
機
型
一
陣
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一
ト
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U
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